
・強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践）
・ダイジェスト版研修

①佐賀県強度行動障害フォローアップ研修
→講師やファシリテーターのサポートのもと、事例検討会を
実施し、受講者が抱える課題や事例対象者への関わり方等
を整理する。その学び・気づきを踏まえて、実践する。

②アドバイザー派遣
→講師やファシリテーターを現場（受講者の事業所）に
派遣し、OJT実施。



佐賀県 + 佐賀県強度行動障害支援部会

講師・ファシリテーター
委託

医療

教育 福祉

分野を越えて、県内の強度行動障害児者支援を
考えるプラットフォームの確立を目指す！

教育班
ファシリテーター①

受講者①
受講者②
受講者③

福祉班
ファシリテーター②

受講者④
受講者⑤
受講者⑥

医療班
ファシリテーター③

受講者⑦
受講者⑧
受講者⑨

【班編成について】
・班毎に、１〜２名のファシリテーター
を配置し、３〜４名の受講者をサポート。

・ファシリテーターは、第１回〜第４回
まで一貫してサポート。状況に応じて、
補講や研修外での相談対応実施。

・受講者の分野毎に、班編成。
（今年度は、教育分野、医療・福祉分野で
編成。受講者17名を６班に分けた。）

研修スキームについて



フォローアップ研修とアドバイザー派遣の仕組み

強度行動障害
支援者養成
研修
ダイジェスト
研修

第1回
事例検討
事前講義
情報共有

第2回
事例検討
氷山モデル
の作成

第3回
事例検討
支援の報告
再構造化

第4回
事例検討
実践報告会

計画
課題
作成

実践
課題
作成

実践
課題
作成

講師・ファシリ
のサポート

講師・ファシリ
のサポート

講師・ファシリ
のサポート

講師・ファシリ
の現場アドバイス

講師・ファシリ
の現場アドバイス

講師・ファシリ
の現場アドバイス

事前
課題
作成

「研修と現場を丁寧につなぐ」
研修で学んだことを現場で実践するためのサポート
講師・ファシリテーターのOJTにより現場の実践者を育成

【これまでの課題】
研修で学んだことを
現場の実践に活かせ
ない。
どのように実践した
らいいか分からない。

フォローアップ研修 フォローアップ研修 フォローアップ研修 フォローアップ研修

アドバイザー派遣 アドバイザー派遣 アドバイザー派遣





研修後の振り返り
●成果について
・分野（医療、教育、福祉など）を越えた交流の創出
・分野に関わらず、共通課題は「チームマネジメント」

●課題について
・本事業の認知度向上
・受講者が参加しやすい研修運営（日程、カリキュラムなど）
・分野（医療、教育、福祉など）を越えた連携の強化
・アドバイザーやファシリテーターの人材不足、育成方法の確立
・研修スキームの改善（例：受講者や事例数を絞り込む等）
・研修の成果目標見直し（例：ファシリテーターを何人増やせたか等）


